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＜要約＞
観光産業は、多数の当事者や利害関係者に
よって成り⽴ち、互いに影響し合っている。
観光は地域に経済的な利益だけでなく、⽂
化的に、⾃然環境に悪影響をもたらす。こ
れらを防ぎ、持続可能な観光開発を推進す
るために、『リンケージ』が必要である。
地域住⺠を中核とした観光の枠組みについ
て、⾸⾥景観形成地域を基に６つの『リン
ケージ』を⽤いて考えていく。観光街道が
観光リンケージを通して⾒たとき、改善点
が⾒える。これら６つの観光リンケージは
全ての問題を解決することはできないかも
しれないが、多様な観光リンケージを活⽤
することで新たな観光地開発の基本的な枠
組みとなる。地域の観光に関係するステイ
クホルダーが積極的に地元の意⾒を取り⼊
れ、地域住⺠に各々の観光リンケージ測り
ながらm観光開発をしていく事が必要であ
る。

＜感想＞
首里景観形成地域の論文を読んで、観光リ
ンケージという考え方を知ることができ、
観光地の見方が変わったように思う。観光
地を魅力的なものにするには、観光地と人
をつなげるリンケージが必要不可欠なのだ
なと思った。いつも何気なく通っている首
里にも、魅力を発信するために様々な工夫
がされていると知って、自分の住んでいる
市にも、観光リンケージがあるか探してみ
たいと思った。首里にもリンケージに関し
ての課題があると知り、一つのリンケージ
が際立っていれば観光地として成立するの
ではないかとも思った。授業で扱った6つの
リンケージ以外にも、様々なリンケージが
考えられると学んだ。そのため、既存の6つ
以外のリンケージを見つけ取り組むことが、
沖縄の新たな魅力を見つけ世界に発信する
きっかけになるのではないかと考えた。


